




  筋紡鍾は骨格筋筋線維と並列に配置されている筋肉内構造物で、それを支配

する運動神経及びその求心線維の分布はその大きさに比し密である。中枢神経

糸に筋の長さの変化を伝達することが主な役割であり、求心線維にはⅠA 型

Fider とⅡ型 Fider の二種が存在する。筋ジストロフィー症における筋紡鍾の

病理学的所見については 1897 年 Batten が紡鍾内筋線維は正常であるとし、そ

の後も Adams,Greenfield や Pearson らも同様の記載をしている。


